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IsamuTACm andNoboruYAMAM()RI:Studie主ionHtemicelluloses.

ⅠⅠ･OnHydrolysisand′Compos担onofHemicellulose!ipreparedfrom theTrunk

S加 dustofP,j′uプ東 seケアulataLindl･,vay･sPonianea,Makino(Yamaz.akura)･

ノ 轡 t･ 論 / ′つ .

ヤマザクラ (Pyunitsser,yulat_aLindl･va'r･.sPonianea'Makiho)幹材より分別調製し得た-ミセル
I 1)

ローズ A1,Bl及び C 1の 3フラクションゐ性質及び分析的組成に就ては既に前報に吟て報告したI
が,lこれら各-ミセル ローズ･フ ､ラクLション･の構成々分如何であるかは箇不明である｡ 頗るに著者は

l

加水分解に開すろ研究vt依って,各フテクシLヨンは何れも･キ㌢PTズ及びグ′頼 子アン酸より構成せめ
られるもので NoRMA由氏等の云ふところの "Pol頭roniqeh占micblluloseHセあるそとを確認した..◆l

依?て本報に放ては各 そラクシ､ヨンの稀酸rLよる加水分解の結果と分解生成物の分離検出の経過を連

六 ,.,併せて- ミ壱ル ロ･-ズの絶境vE/っいて若干の検討を試み度い.2=恩ふC,.
■

寮 験 7

1Ⅰ 加水分解に就て 与 ′＼

-ミセノ高 一ズ中ポリウロナィ､ド｡-ミヤル ローズと弼されるものは稀酸に依 り容易正加水分解をI

受けて,成分膳及びウロン酸を生成するものと定義されてゐるが,■酸め種類,酸の濃度,加水分解温度,
'1 3)

加水分解時間乳 櫨々の倣件に羊つ七加水分解度の異なること.は御像に如 くない｡HEUSER氏は,キシI

ランの加水分解虹は硝酸はラル.フラ･T,しの生成抑制に最も歎晃的であると報告してゐもので,著者 も

党づ硝酸により凄 いで醜酷隼よる-ミヤ レローズの加水分離 行った. 以下にその結果を略述する,仁ヽ

A一人 ミセル ロ⊥ズ Al_の加 水分解
l

ノa)L5% NHO=ミに依る加水分解 一 一

試料約 0'.2gを探 り.加ccの 6% NHO｡起て 115-12O｡C.の油浴中で一定時間加水分解を行った｡

､加水分解約30分紅して-ミセル ロー′ズは殆んど溶解し液は透明となるが,同時に褐色の リグニン棟P

物質が器底に沈積するを認める｡分解終了笹,廃 却して之をグスー0フラスコか 〔50ccとなし1)_ダニン

傾 物質を沈降せしめてをの上澄液の一部を探 りBERT聖 D民法により還元糖を定量し,之をキシロー

9-ズとして算出し,叉メス言 ラズ車 器底に沈降せる加水分解残漆はタラ大フィルタ∵亘に漉別して

･乾燥秤量して絶乾畳を求めた｡.̀これ.らの結果は第 1表の如 くである｡ 表中ej｢生成キシロー女%｣と㌔

一云ふのは無次絶乾試料に封する加水分解液中の還.TC糖量 (キシp-ーズとして)の%であり;｢加水分解I
圧十と云ふのは,-ミセル ローズをキシランと偶定すればそれより生ずるキシロ･-ズの理論量蜂キ./-,

ラ予の i12･88% (重量比)に相常すること隼なる〇･をlの場合を力価 分牌後100%とし∴之隼封する加
1

f
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水分解の割 合を表.Lた ものである｡′一文 ｢残撞%｣と云ふのは滅別 した リグニ(V様物質の無衣絶乾認料

'に封する重量百分率である｡ これ らは第 21表以下の裏 にも全 く同意義で使用されてゐる｡

第 1表 -6% HS03 による加水分解

加嘩 ㌍ 間賃率キtu%U,丁 カn7W(覧賢-i蓮 -(7%ft)i

1

2

3

5 85.J65 】 75.180

ち
第 2表 3% HSO二～による加永分解

5.84.

5.83

第 3衰 5%H2SO暮による加重分解

第4表 2%H2S0.1による加水分解

度 l塵 滝
甲 年苧㌍ 問漂聖 蒜 ~半 睡 甥 5

㌔

第 5嚢 1%H2SOlたよる加水分解

I-,b) 3% HN()｡庭 よる加水分廟

.､a)と蚤 ぐ同株Iqt貰験 し挺｡その結果 を第 2表紅

/7;す ｡

泌上の結果の示す･如 く,6% 及由 3,oiHNO 3匿

よゝる′加水分解度は77%以上 とはならない｡

cl) 5% 打2白04一による加水分解

試料約 0･2g を搾取 し 5% H2SO4,20cc庭 て

130-1400己の油浴中で加水分解 し,前同様に還

元糖を鐘量 し,且牽液量 を求めた｡
[

･d) 2%■HS204による加水分解

試料 0.17-0.22g､を秤取 し,之 を.2% flr2SO4

20ccに七 1000Cの湯煎鍋中忙て加水分解 した｡･

e)一1% H2S04 による加水分解

d)と同じ僚件下に分解 した｡

第 3,4,5表の示す如 く''H2S04 にて分解 を行

tQSユ場合 もHN03の場合 と同じく加水分解度は77%l† /
内外セある･.

今,- ミセル ロ'-ズAlの組成を前報の分析結

果の示す如 く,キシテン 86.47%,ウロン酸無水一〇 /
/

物 6.82%,CH…,,0-基 1.34% と̀し/⊂計算すれば,

加水分解盛100%の下車は,キ､シラン86･47% よ り

生ずる還元糖の還元力はキシロー女として 97.61

%に相笛 し,ウロン酸無水物 16.82% よLり生ずる

ウロン酸の還元力はキシ占-ズとして 求 め れ ば

畠･27%に相富するが故に,㌔- ミセル ローズ登醍 よ̀

､は す畠還元糖塾びウロン腰 の還 元力はキジロー
/.I:

女としての両者函 脚 ち,102･89%とな′るべ きで

参考 ｡ 然るに蜜際に得 られた加水分解液の還元力

はキ7ti,p-女として表 して,88.50% が黄高であ

る (之櫨 5% H2S04による加水分解の歩合)｡今加

水新 鮮竣獲 6%を加算 して も翻 り0%のキシワニr/∫
ズに相嘗する丈め- ミセル ロ､一木が加水分解され

i ､ヽ

てゐなY,ことが推論出来る壷 あboI､この事箕面 の何れかの執 醜 依存するど恩推される｡即ち,I

D へ ミセル'ロ-ズ如キシローズ及び-もソウロ､ン酸のみか ら構成されてあるとすれば,上述め却
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水鼻解では筒琴諭畳のキシロー,.ズ及びウロン酸を生成すべき完全加水分解は行はれでゐないtQ2)理

論的に100%の加水分解が行ほれてゐる･とすれ曙,キシ･ロ-lズ及びウロン酸以外に他のペン- スや■

-キソースが-ミ.セル ロー女の構造に興ってゐる占 ′ ,

然考に,後述する如 く加水分解生成物中に嬢キ出自-ズ及びグルキュロン酸のみが検出軍れ他の糖一

及びウロン酸は存在しないことが判明したから,.加水分解度の100,%.に達 しない理'EBとしては専 ら 1)JJ ～
をおすべきであるが,幸にも後述する如 く加水分解産物中にキシローズとグルキ-ロン酸とが各1分子

/

宛結合するキシログルキ-ロン酸のBa盟を分離確認したの壷 の問題は充分隼説明されたのせある.し

B ↑ミセルローズ､Blの加水分解
ノ′▼

･試料 0':2345g(無衣絶乾 0.2104g)を採 り,1%月 2SO4,20ccにて 100oq にて5時間分解L,た

所,生成キシ･ロ-ズ 8.3JO6%,加水分解度 73.57%∴硬直 3.2'8% なる鰐晃を得た｡

∫
C - ミセム,ロー-ズ Ciの加水分解

試料 0.3071gt(無衣 ･抱乾 0･2786g)をtBllt同-像件で加水分解した所,生成キシロl｣ダウ9･58＼

%,加水分解度 70.4r9,＼茂澄 2.82% なる結果となった｡

丑 加水分解生成物の分離確認

A)キy,壷｡グルチエロン酸バ 1)ウムの分離確認
】 ･ ヽ

a) -ミセル ロ-ズ Alよ/ijキシロ.｡グルキ.-ロン酪 Baの分離

･1〕六ミセルロ-ズA互,9.0342g(無衣 ･絶乾物として)を1%甲 2SO4,500cc'Kて沸晴海煎鍋中で

5時間加熱 して分解し牢る/LBi,'器底隼甚降せるリグニン横の物質馴鹿去し',次いでJバ リク及び茨酸バ

1)ユニ_Jl浸て中和し,･BaSOさを臆別,冷水にて洗推し,､その滅液と洗液を合した液を城壁濃縮して

100ccとなし菅栄と共に 600-700に15分程温めた後胤虚し, 滅液を4倍容量の 98% ブル.3-,し中

に轡軽しつつ準を込むと直ちた黄白色架状の沈澱を生じ暫時措置すれば器底に沈降する｡ 1夜放置し
′̀･

たる後,上澄液は傾斜法に依 り除き沈澱は目皿上に.蒐別し,98%アルコール及び乾燥I1--テルにて洗

.潤 し,虞逼デ㌢ト クー中で乾燥した｡ 之は黄白色e)粉末でその収量は 0,783gであった｡ この沈澱

を除いた滝液は再び城壁濃縮を行ひ,約 190ccとなレ前同様過剰? アルコール中に注加し袴が,,最早

沈澱は生成されなかった.英 庭でこの液は㌣ラップT.なき票で減摩濃縮をなして革痕及び ウロン酸検･屯

出の挺めの試料離 ヒした｡

2〕- ミセルロ-ズA.,18･4355g(無衣 ｡鹿乾物として)を1%H2SO4,11にて3時間加水分解

し,前記の如 く虞理して 1.932gめ粉末状物質を得た｡･

13)↑ミ封 レ̀ローズA l,4･763弛 '(無衣 ･絡乾物宅して)逐 2.J% d 2S04 にて3時間分解し挺｡得
i

られた黄白色の粉末は,0.394g一であった占 ､
ヽヽ

4)六ミセルロ-ズA..,4:6811gを秤取し, 5% H2S04 にてその沸騰下に6.5軒 昂pO分解を行っ
? 1 - ;

た軌 黄白色粉末の収量は少 ぐ0.065gであった｡
～

以上の 1),-2)及び 3)の茸験で得 られた粉不は合して次の如き精製を行ったrJ即ち,粉末3･109g

を蒸溜水 100ccに埼解せしめ,.-lf賢次にて1回脱色し,之を 500ccoi)p98%アルコ'--ル中に接伴しっ 1

● ′
･.13 )
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注加し沈澱せしめた,,聖状の沈準はi夜静定鼠 目通し症 諸別し 95%,99%アルア r-ル 及び乾燥エ

ーネ ルにて充分に洗推し虞基デシケータトー中で 3田野乾燥しfE=｡収量 ･3･041gであったO この粉末はI

自色め械粉であるが更に-1度紹同株に精製した後,分野,其の他の確認茸験の試料としたb

1)Baの定畳

マク穣 によりBaS04として 軸 を定塵した結果第6表に和 極 与,キシ古.･グルヰエムン酸バI

リ.ユ-云 C2211:,,402;2｡Baの理論畳紅よく-致した｡ ,

ll

試榔 (g)､lBaSOi(g)
0.1432
0.1026

0.0442
0.03 0 8

Ba (%)

18.16ノ

ユ7.66

理論塵 キシロ｡ゲルキ'-･ロン′槙バリチ

ーーム

C21,H:HOE,2･Ba17f44%

グルキチロン酸バリユニム
C12H;.qOH｡Ba26.23%

C:五

･擁 .8 表

義 正 (g)首co2(g)書co 2･(%)

0̀2732

0.3016

0.0265

0.0309

9.71

10.25

C21,H3･IPi'L'｡Baの理論蛍 ､ll.17%
CHH川0日･Baの理論遺 116.81%

‥ 第 7 表

嘉扇てmg)圭C岩岳Zmg)圭琵O.(蒜

/

:.d--,,, i王 で_,

3､.432
3.540

4.127

4.344

理論避 ･CJ=,H.I?,1022･Ba C-33.52%,H,-:4.35%

I2)∴ 元素分断 ､

-ci甲 分析の結果もチシロ･グル尋ユロン酸 ,j{tl.jl-ムのノ

世論畳に-1致する｡(第一'7表)

3)CPL}Lの定量 (ウ■ロン酸の定量)
O

LINK氏等の方法に.a:り12% HChこて分解し守生成される

qO{i逐 定量した結界,理論量に近似的に一致した｡(第 8表)

4)キンロ-ズの検牲 (BERTRAND法による Gd㌧照の生

顔) Ir

試寓約 0･1g を試駄酎こ線 i),蒸溜水 1cc粉末状の茨酸射 さミ亘-ム 0･5g',臭素水 10滴を邦↑,i

60oCの湯浴中庭混め産後,菅 を密即 -て1夜縁置U,未反臆の茨酪バ リユー,I-,を滅別し蒐液を時計
㌔

元Lに移 して滋拍lj蘭 上で濃縮し殆んと､蘭 固し/之に 98%アルコ∵ル 串′ccを伽-て冷柳 と放置す畠と↓

2日目､た到って柱状乃至針状の時晶が析出した｡･之を再舘に附し動 こ2日閑静違すると Cd-Yylono二

bromideや ボ÷ ト状療晶の析出を､願微鏡下に確認し牢0､
/

･5)グルキュロン酸の検出

､lわ

となして硝子袈蒸磯瓜墾こ移し比重 1･15の,HNO35cc遼-i)u-,撹揮L? 場ゝ浴上で ｡てアップとし

た後 5ccの蒸溜水.に溶願せしめ,再び約 1ccになる逗蒸磯 し更に少量の蒸潜水に溶かし授か卯 画屯 i

し之に弱アルカリ性浸なる迄粉末状ojK2CO.0,を加-酷酸寝て酸性として1夜放置Lを嘉も結晶が析 J＼
出しない字)で徐々に蒸畿して '3cc笹して水窪rPに･1夜静鮭した｡すると斬傾鏡下で歪方状の面を中

一央に持つ針状の結晶が析出したb聴覚横かのため加里含量の定量は不可能セあったが結晶形の特徴よ･I

りして砂柄酸め加里堕であること̀は明らか運あるC

6)フルプラ｢ル (千シ占一ズ)の定量

Ba燕0･4104g(絶乾物)よ｣りフルブラ-ル ｡ファ ーゴグルシツド0･2291gを得薙O試料to:410触 [臼の

I;!.lJレキ-ロン0･1856g(45･2写%)より生ずべきフ宣/?ラール｡フ空 ログルシ宣 ドの畳は理論的に0･0619g

P h EE
･r4 . '斗

.-_こ ■
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･I)
である｡故に0･2291g-010619g-0.1672ge)ニ7,}レフテ-リし,¢フ一口ログルシツドはキシロriズより生-じ

/
-た ものであるoKRbBER･.馬糞よ り0･1576ga]車シロ∵ズ,酢 ち Ba鱒の 38.40% である ことが算出

第 9㌦ i.;･> されるo因にキシP･｡グルキ--pン酸 - 車 ムの理

で22HHOi,i,｡B.ai C2?_H:i:;02._, ,i r..,{t∴ 諭畳蜂 38-･11% であるo;,i,

篭l')OBai PL";H'罠0)2'-' 仲 (mg)

0.1267

0/1402

0.1049

0.1161

7)還元力の測定

BERT聖ND法に触 り還元力を測定し第 9表に毒すi

結亮 を得た｡

8)比旋光硬の測定 ,

Ba堕を蒸滑水に溶解せしめ,C=0浬433g/cc として,0.5dm の観測管を風払て溶液調製 4時間

後に測 定したbその結束は次の如ぐである｡ ～

〔a〕誓う
(+)1.35
0.0433×0.5--+62.360

--1
t7)

･この 〔a]1'は西田年やミゼナンカヅ亨の粘質物 よ･り得牽キシロ｡91:jv_辛-ロン酸バ .)ユームの〔a･]ii'〇-
Jr}

+53.39-55.66と近似的である｡

9)CI-I30基の検出 l● L ノ
●

朝堵奈法による GH',0-基のセ ミミグロ定量装置を用ひて沃化水素酸で加熱鹸化して 生 威 され る
＼

CH',Jを酒精性格駿銀碑に吸取せしめで AgJ.AgNO3め沈澱を得るJ<Jく試みたが結果は陰性で C軌0
ナー

基の存在 しないことを記 した｡ .
′.

遊鹿アルデヒド基の定量及びガう クチエロ.ン軌 アラビノ十ズ等獅 細 は試料不足の篤行ひ得なか

ったが, 上に得 られ牽結果よ.りし守甲田氏等の得たキシ ロ ｡グルキエロlン酸バ T)i-ムC,3211'L',4022｡Ba

と著者の得た,Ba･鰻 とが同-物であることは充分に静 明されたと【恩ふ｡′

b.) - ミ示 し｡-如 1鳥 ｡ゐ毒 口;グルヰユ｡辛敵バ リューム㌫分離

- ミーセル ロ--ズB.･の粉末.3A526g■を探 り,1%､島soJt,200ccJにで 1000C で 3時間加水分解 し,､､

バ･･)ク及び毅酸バ .)･-i'ムにて中和し,50cc.になるまで減捧濃縮 して六 ミ∴ヒル ローズA･.の場合 と同J
/′

蔵に麗埋 してキ.シロ･グルキエロ●シ酪バリ∴ ムの白色粉末を分離 した6,収量,症O･438gやあったo
i.､

再沈澱によって 精製 したるものにつ き Ba及 び キシローズ の定恵を行った 結果,Ba最 17.68%,(

18.14% (理論量 17.44%),キシロでズ含量 t39.42,0)o'潤 諭畳 38.11%)セ キシロ･｡少ルキ-･ロン′酸

バ 7)ユー■ムであるちとは縫鷺であ,る｡

C) -ミ.-ヒルLロー'ズC!よ-りのキシP･グルキ-七ン酸バ リい ちの分離

ぁ- ミセルlロ-ズC1.,2ー87igを探 り前 と剛未年してキシロ･グルキエロシ酸バ lリユームの粉末0･253g

を得た｡試料少量のため Ba･GJj定量以外に転確認貰験 を卑し得なかったのである､か Ba/畳は 18･07;

iJ7.90% で理論量に一致 し軋 ' t

ノ. ＼ llト

･B) キシロ･グルキ-ロン酸分離残汝中の膳及びウロン酸の検札.

キシ'予 ｡グ ノ言キエロ･ン酸バ リ言 ムを班細 ILた液 を滅贋~F宰 濃縮●L<て得 られた シラップ.にらいて,/

キシロ∴ズ,プラ､ビ- ス,こガラク ト ス,グル コ■-ズ,ウ ロン酸等の検- 試みたのであるが,A･.i!

b :15 t ､



●●
木 材 研 究 第 4班 (昭 25)

33 ..,α_7.の何れの-ミセルローズにもキシロ←ズ及びグルキュ丘ン酸のみが検出され 他の単糖類やウ

ロ､ン酸は存在し率いことが判明L,た〇

･a) や tj,'･ローズの検出

､i.)フェニ-ルオサゾン虜調製による確認

Al,B.1及び C･の各へ羊セル ローズのシラップ約 0･5gを探 り gのフェニ-jL,ヒドラヂン鮭酸

堕箪び 1.5gの酷酸 ソ-ダ&･･.-jj口-フェニ-ルオサゾンを調製し,黄色のオサゾンを得挺｡-ピ1)ヂンに

溶解せしめ水による再時を繰返した,結晶は歩鏡の結央針状を畢し,その融鮎測定の結果は次の如 (_

であ り, このオサゾンはキ㌢ ローズ ｡フェニ-ルオサゾンであることが確認されたoJI

Jピl)ヂンより再結せるものの融鮎

ノ ↑ ミセルむ-ズ､A1-より得たオサゾy 159-16lOc
?

〝 Bi- II 158-1590c

〝 Cl_､ ′ // 159-160qC.I

叉40%アセ トン.より再結せるものの融鞄は 次の如 くであった.･

r -ミセル ロ｢ズAiよL)得たオサゾン- 1(1)2-163OC

･I/- ′Bi 〝 . 1620C､

〝 e且 〝 161-1620C

2)BERTRAND法匹よる Cd-Xylpnobromi亘eの生成

･iラップ約 0･2g-をと空域 酸カ ドミニ∵ム 0･5g,臭素水 7滴を加 ＼常法に依 瞳 性試験を宥ったI
鹿果,各-ミセルローズより何れもボー ト状の Cd-Ⅹylonobromide の 結 晶を得た｡_故に- ミセル ロI

Tズの各フラクション′[匝 キシローズの存在することは明らかであるO ' }

b) アラビノースの検出 一

一1)シラップ 0･.5gを腐 り水 5品 こ溶偶 して,ヂフユニ-,Lヒドラヂン1g,98% アル コザ 10cc

と共に30分湯浴上に加温してアサラビノーズ ｡ヂアエニールヒドラゾγの生成を試みたが何れの フラク～

ションの結果 も｣劉生であっ声 Q /

:2)pプ ロモ ･フェニール ヒ-ドラノンの生成も常法に1''縫って統験し祁 ミこ_atも凡ての-ミセルロ

ーズが陰性であった｡
＼

C) ガラク ー ス及び養うクチュ,ulン酸の検出.(

各-ミセルロ･-ズのシラップ約 0･5gをL,L-登!･15の HNO3'で酸化して,粘液酸の生成を再三試み

たが速に粘液酸は生成されなかった｡ . S

d) グJL/辛-ロン酸の検出′

-1)酸性砂琴酸力岬 の分離
()

､各-ミセルローズ｡フラクシ身̀ンのシラップ約 0.5gを蒸畿皿に入れ之に10ccの比重 1115のHN0 3

を加-湧浴上で濃縮して約 1ccのシラ′ップ色なし,之を10ccの蒸潜水に溶解し再び長Cまで蒸馨し更

に少量の蒸溜水に溶かし静かに加熟して置き,之に7)トマス試験紙に勤し弱アルカ1)性となるまで粉

末状や炭酸加里を加へ 酪酸にて酸性となして 1富夜放琴したれすると結晶の析出を見たがこめ結晶(L･

は針頻を畳しなかったので再び約 2cce)蒸溜水に溶かし1回再結したb 即ち1夜氷窒中に静置すると

六ミセム,ロpJズ.規,滋 て胤Clのものからは酸性砂胎酸加里特有の歪方形の面を有つ針状結晶が析出

～
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舘･山森 :･ヤマザクチ幹材へミスルローズの加水分解並に組成に嘉で

し如 ミ,.へ ミセル tS-ズ B.よ りの結励 ま柱状であった｡B.の結晶のみ更に再結して 3日間氷室に

放置すると Al及び C･よi)得たと同様の特徴ある結晶を検競 し得牢. 然 し酸性砂蛎酸加里のこの

結晶はグルキ-ロン酸の外グル コ二ズよりも生成されるもので あやか ら, その何れに由来するかは不

明である｡従って次の貰験 を行った｡

2)ナフトレゾルシン反鷹によるウロン酸の定性

各へ ミセスローズ ･.7ラクションのシラップを少量試敵背K,入れ 水 3ccを加-て溶解 し,濃塩酸∴

3cc及びナフトレゾルシン 0.1g宛を加-1分間沸騰せ しめた後 500Cに冷却 し,ベンゼン5ccに∫

}て振落,抽出するとベンゼン暦は赤紫色を呈 した｡故に- ミセル ローズ各 フテクショ'ンは共に ウロン

酸を合有すや､ことが推察されたので牽る｡チ

3)グルキ-ロン酸バ リユームの分離

へ ミセル ロー･ズ Bl及び CLに就てはシラップ不足のため行はなかったが Al､の シラップよりグル
ノ′

ヰ -ロン酸のバ リ七 一ム鱒を分弧 ･抜出した｡即ちシラップ約 15g透 とE)1%Ba(OH)2硬/20ccを

第 10.表

試 料 (g)lB,dSO.i(g)

0.0876

0.0474

0.0412

0.0212

理論量 C1･_,HlHOLl･■Ba 26.23%′

第 11 表

価-て湯煎鋼上で30分間 70-80oCに温めた後之を100ccの

95%アルコ-ル中に注 ぐと白色の沈澱､を生 じた｡臆別しアル

コール,乾燥･T-ニテjLにて洗礁し乾燥して粉末状としたがと

の粉未は極めて吸漁 軒 ビ 基乗車に放置すれば直ちに吸演 して

塊状となる｡ アルコ丁ルか ら再結 して Baを定量 し,'元素分

析を行らた結果,グノL_キュロン酸 バ リュー.ムの理論

試料(mg)､tCO･1(mg)lHtlO(mg)lC% fH%
3.550､13.560 11.625

畳に極めて串く一致 した｡(第1O表,第11表)

5.12 e) グルコ･-ズの検出

理論量 C12H.t101.l｡Ba C-27.53%,H-4.49% p-ニ トロ｡フェニール ヒドラヂンtl各-ミセル ロ

ーズのiシラップとを魔性 してグルコーズ の p-三 下ロ｡フェニー ,㌧ヒ.ドラジンの生成を試みたが結果

は陰性に終った｡ ＼

･以上の諸富験の結果より,- ミtセル p-ズ 各 フラクションの加水分解物はキ㌢ローズ,グルキュロ

ン酸及びキシロ｡グルキュロン酸の三成分から成ることか澄明された｡

I

ノ考 察 1･
6)

0'DwYER氏は Englishoak.か ら-ミセル マムズA及び Bを革離 しその キシローズ ‥メ トオキシ
/ 7)

･-311ルキ-ロン酸はAでは11‥1であ りBで峰6.･1であると報告 し,又SANDlandGARY氏 も Mes-

quitewoodから'同じ組成を有すへ ミセル ローズを分離してゐる｡而して両氏の取扱った -ミセル ロ

ー女は何れ もポリウロナ-ィ ドであってセル ローザンは混 じてゐ･ないと云ってゐるbヤマザ クラ幹材よ

り得 られたぺ ミセル ロ_-ズではキシロ-ズとグルキ-ロン酸が検出され両者の組成比濠- ミセル ロー毎
I) 8)

ズ A】では 18I:1,B,では 14:1,Clでは 12.･1であった｡又 ANDERSO長 氏等 も Lemonwood,

Blacklocust及び Whitebirchwoodの- ミセル ローズはキシローズとグルキ-ロン酸よりな り,

開署の比は1つは 17-i9･･1であ 川 底 JI0-12r:1-であったと準じてゐる去以上の事鷺か ら潤葉樹
I

の易溶性-.ミセノレローズは何れ もキシローズ及びグルキ-ロン酸を含むことは明かであるが然 しこの

17
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繭成分のみが易溶性- ミセル ローズ即ち華 7)*ロナイ ド･㌻ ミセル ローズの組髄 トであると云ふこと!り

を終諭すやととは出来ない｡現にt0'DwYER氏は之等丙成分の外にグル コ-ズをも含むことを報 じて

ゐる､｡ 叉,-キシロTズ封ウロン酸の組成比が-IJjLEであるか否かと云ふ鮎にーも多J(の間題があり,植物

髄に存在する複合多糖類の集合髄 と見倣される- ミセル ローズを完全に分別する方法の蔑見されない

今 日では唯,分離分別された個々のぺ ミヤル ローズ ｡プラクシヨンに就いて其の組成,構造o'D問題が
/

論議 され得るに過 ぎないのである｡従って,吾々は多 くの試料について多数の茸験を繰返すことに依

って得 られる貰験的結果カゝ ら,･- ミセル ロ-ズの組成に関する一つの概念を蹄納的に把擾することに

努めなければならないと考-る｡

要 約･
＼､

1､

1)ヤマザクラ幹材の-ミセル ローズ A,,Bl及び C1は何れ もキシローズ及びグルキ-ロン酸を

組成分とし,他の革膳類並か与ウロン酸を合壷ない事を苫験町 こ確認 した｡而して,キシローズ封グル

チ エロン酸の組成比は - ミセル ロ｢ズ A1,18:､1,＼B･.･14:1,Cl･12‥1である､ことが分析の結果,

1'.(:''EL7'∴ ､ -J

2)稀鋲酸に依る加水分解を検討した結見 各へ ミセル ローズ(告も,常墜下では尭仝加水分解をせ

チ,加水分解中間産物であるi･シロ{グルキ-,pン酸を生することが確認されたoこの キ↓ ロ･グルI

千-ロン酸は水に可溶,酒精,エーテサ等に 不溶の バ 1)ユーム蟹 C22tも4022｡Ba･として分離,確認■I

した｡

3).加水分藤産物 としてグノしキ子ロン酸及びキシロ｡グルキチロン酸の Ba由力扮 離,確認された

結果,ヤマザ'クラ幹材より得 られ.fc- ミセ?レローズはポ1)ウロナイ ド｡- ミセル ローズであることが

澄明された｡･ ｣

附記 .･ 本研究の費用の一部は文部省科挙研究費に依った｡記 して深謝の意を豪 はす､次第である｡

R6sum6

1.1twas,recognizedthathemicclluloseAl,BlarldClfractionsyielded,onhydrolysis,xylose㌔
andglucuronic･acid,andmdlecularratios､ofxyloset0 .glucurohicallhydride∫i-nAl, BI

LandClfractionswe.re18･･Ⅰ,14:Iand12:Irespectively･1

2.ThesameBa-saltofxylo･glucuronicacid(C22H34022Ba二)solqble-inwaterandinsoluble

inethylalcoholandether,wasisolatedfrom thehydr()lysedsolutions･ofal1hemicellu-
losefractions.

3.､BytheisolationofBa-saltsofxy10-glucuronicacid,anJdgluduronicacid,itwasexplained

thatthehemicellulbsesobtained from thetrunk sawdustofb.sewulaiaLindl..var･

台PonianeaMaki720(Yamazakurla)were"polyuronidehemicellulose".
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